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○１２月１１日～ 

 

先週は日銀が出口に向けて政策転換に動き始めるという思惑が強まり、円高が大きく進みました。 

先週、国会で植田・日銀総裁が「年末から来年にかけて一段とチャレンジングな状況になる」という

発言をしたことが出口に向かって動き出すとマーケットに受け止められ、久々にドル／円は 6円以

上下げる暴落相場となりました。 

12月の第2週は、日経平均先物やオプションなどのＳＱがあるため荒れることが多いのですが、今

年も荒れた動きとなりました。 

ただし、今週は先週下げ過ぎた反動で戻ってくる動きが株も為替も出る可能性があります。 

慌てずに週明けの動きをしっかり見極めたいです。 

他にも原油が一時、1バレル７０ドルを割り込むような下落、ビットコインなどの仮想通貨は堅調と

いう動きのある相場となっています。 

今週は米国で消費者物価指数、卸売物価指数などの発表があります。 

そして、米国と欧州で重要な金融政策を決める会合があります。 

米国のＦＯＭＣでは金利据え置き予想が大半を占めているので、サプライズがない限り、落ち着い

た動きになるかもしれません。 

欧州もこれ以上の利上げについては慎重ということで、ECB（欧州中央銀行）も金利据え置きとの

予想が多くなっています。 

すでに、欧米については来年のいつ頃から利下げが始まるかということに関心が移っています。 

欧米はもう利上げはしない可能性が高いが日本はこれからマイナス金利解除に向けて動き始める

となると為替相場では円に対して、ドル安、ユーロ安の動きが出やすくなります。 

欧米に比べて、日本はマーケットとの対話が少なく、突然政策変更するという印象があります。 

日本人でもニュースなどを見ていても政策変更されるまでわからないことが多く、海外の投資家は

日本がどう動くか警戒感を強めていると思います。 

来週の 18日、１９日に予定されている日銀金融政策決定会合に注目が集まっているので、日本の

動向にもいつも以上にマーケットが反応する可能性があります。 

政治面でも自民党のパーティー券裏金問題が大きな事件になってくるかもしれません。 

金融・経済だけでなく、政治関連のニュースにも注意がいります。 

 

 

● テクニカルで見た重要ポイントは？ 

 

＜ドル／円＞ 

 



 

 

先週は、週初めは１４7円台を維持していましたが、植田総裁発言を受けて、週後半には 141円台

まで円高が進む事態となりました。 

ただし、その後急速に戻して、145円あたりまで上昇してマーケットが終わっているので、今週は落

ち着きを取り戻した動きになることを期待したいです。 

今後も中長期的には円高が進む可能性があるため上昇トレンドは一旦、終わったと考えて慎重に取

引したいです。 

テクニカルで見ると 11月終わりから12月初めにかけてサポートとなっていた146円台が今度は

抵抗になりやすく、買った場合は、しっかりと利益確定をするタイミングを考えておきたいです。 

下値は、144円を維持できれば大きな下落リスクはひとまずなくなりそうです。 

１４４－１４６．８円程度の価格帯を意識しながら取引したいです。 

 

 

＜気になるクロス円＞ 

 

クロス円も先週は大きく下げたペアが多く、今週は戻ってくることを期待したいです。 

ユーロは 11月末から下げていたのですが、先週末やっと反発して終わりました。 

154円台を維持できれば、じわじわと戻してくることを期待したいです。ただし、ユーロも中長期

的には日欧の金融政策の面で考えるとユーロ安になりやすいため買う場合は、しっかりチャートを

確認したいです。 

ポンド、豪ドルも先週末の安値が底となることを期待したいです。 

  

＊クロス円とは円との通貨ペアの総称：○○／円というような通貨ペアのことです。 

 

 

＜今週のファンダメンタル？＞ 

 

日本では１０－１２月期日銀短観、10月機械受注などがあります。 

米国では11月消費者物価指数、１１月月次財政収支、１１月卸売物価指数、ＦＯＭＣ政策金利、パウエ

ル・ＦＲＢ議長定例会見、１１月小売売上高、前週分新規失業保険申請件数、１２月ニューヨーク連銀

製造業景気指数、１１月鉱工業生産、１２月製造業・サービス部門・総合ＰＭＩ（速報値）、１０月対米証

券投資などが発表されます。 

欧州ではユーロ圏とドイツで１２月ＺＥＷ景況感調査、１２月製造業・サービス業ＰＭＩ（速報値）、ユー

ロ圏で１０月鉱工業生産、ECB政策金利発表、ラガルド・ＥＣＢ総裁定例会見などがあります。 

ほかにはスイスと英国で政策金利、ニュージーランドで 7－9月期GDP、英国で 10月ＧＤＰ、英中

銀金融政策委員会（ＭＰＣ）議事要旨の発表などがあります。 


